
 1  適用規則  ①ISAF2013～2016、JSAF規則、実施要項及び帆走指示書による。

　　  ②レース艇以外の船舶に対しては国際海上衝突予防法による。

 ③レーティングは、長崎県外洋帆走協会PHRFレーティングによる。

 2  競技者への通告  ①競技者への通告は、艇長会議及び海上本部で行う。

 ②海上本部より口頭で通告する場合は、

　予告信号前に海上本部船に協会旗を掲げる。

 3  レースの日程  ①２０１４年４月２９日(火)

　　  ②スタート予告信号は、10時55分に発する。

 4  コース及びマーク  ①コースは、長崎サンセットマリーナ沖合いに設置するスタートラインをスター

　　 　 トし、式見沖の平瀬を反時計回りに回り、長崎サンセットマリーナ沖合いに設

　 置するフィニッシュラインに至るコース。

 ②コースは短縮しない。

 ③公式距離：8.5マイル

 5  スタート  ①レースは、規則26を用いてスタートさせる。

 ②スタートラインは、スターボード側の端にある本部船のマストとポート側の端

　 となるリミットマークを結ぶラインとする。

 ③スタートを延期する場合は、本部船に回答旗を掲揚すると共に音響２声を発す

 　る。

 ④新たなスタートの予告信号は、回答旗降下の１分後に発する。回答旗降下と共

　 に音響１声を発する。

 ⑤スタートラインは、スタート信号後15分を経過後消滅する。 

 ※規則26による信号

　　　　 信号 信号旗 音響 時間

　　　　 予告信号 　クラス旗掲揚 音響１声 ５分前 外洋帆走協会旗

準備信号 　Ｐ旗掲揚 音響１声 ４分前

１ 分 前 　Ｐ旗降下 長音１声 １分前

スタート 　クラス旗降下 音響１声 ０分

 6  リコール  ①個別のリコール艇があった場合は、規則29.1により音響信号１声と共にＸ旗を

 　掲揚する。

　　  ②ゼネラルリコールの時は、規則29.2により音響信号２声とともに第１代表旗を

 　掲揚する。

 ③ゼネラルリコール後の新しいスタートの予告信号は、第１代表旗降下（音響信

 　号１声）の１分後に発する。
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 7  フィニッシュ  ①フィニッシュラインは、長崎県外洋帆走協会旗を掲げた陸上本部のフラグ

  　ポールとスターボード側の端となるフィニッシュマークの間とする。

 ②フィニッシュは、陸上本部を左に見て行う。

 8 タイムリミット  ①タイムリミットは、２０１4 年４月２９日(火)15時00分とする。

　　  ②タイムリミット内にフィニッシュしなかった艇はDNFと記録される。

 9  抗議  ①抗議書は、レース委員会で入手し得る。

 ②抗議は、最終艇がフィニッシュ後１時間30分以内に提出しなければならない。

 10 申告  ①出艇申告は、所定の様式で艇長会議終了時までに提出すること。

 ②出艇申告の内容に変更が生じた場合には、スタート予告信号１時間前までにレ

 　ース委員会に申告すること。

 ③帰着申告は、口頭又は電話によりレース委員会へ申告すること。

 ④出艇申告又は帰着申告のない艇は、

  所要時間に5％を加算するペナルティを科す。

 11 安全規定  ①出艇申告をしてスタートしない艇、レース途中でリタイヤした艇は速やかに

 レース委員会にその旨及びその後の行動予定を連絡しなければならない。

②ライフジャケットは全員必ず着用のこと。

③レース艇は海上衝突予防法に基づきレース以外の艇を避けなければならない

 12 その他  ①トップ艇のフィニッシュ及びレース終了時にそれぞれ音響信号１声を発する。

 ②レース委員会連絡先

 　出島ハーバー：095-818-2370


